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して記憶量が少なくなると考えられる(Fraley et al, 
1998)。実際，回避と記憶には負の関連があること
が実 証されて きた (e.g.Mikulincer & Orbach, 




























































と い う 立 場 (Mikulincer , Florlan & Weller, 











図 1 愛着の 2 次元・4 分類モデル (中尾・加藤
(2003)をもとに作成) 
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実験参加者 A大学学部生 74名(男性 13名，女性
61名；平均 19.55歳，SD=1.20)。 
実験計画 不安 2(高・低)×回避 2(高・低)の 2 要
因参加者間計画とし，必要に応じて二重拘束状況
















もの吹き出しに記入させた。 (4)ECR-GO (the 
Experiences in Close Relationships inventory-the 
-generalized-other-version)：Brennan et al.(1998)が作
成した ECR 尺度の一般他者版(中尾・加藤, 2004)
である。愛着スタイルを構成する 2 因子を測定す
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組み合わせた 4 分類では，安定型 20 人，拒絶型
































































































図 2 各項目の総再生数 (重複回答) 
図 3  回避高低ごとの各項目の総再生数(重複回答) 
図 4  不安高低ごとの各項目の総再生数(重複回答) 
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主効果・交互作用 F p 多重比較・単純主効果の多重比較
不安 0.194 0.661 n.s.
回避 1.770 0.188 n.s.
経験 0.309 0.580 n.s.
不安×経験 7.487 0.008 ** 経験低：不安低(M =2.29,SD =2.52)＞不安高(M =0.00,SD =3.34) *
不安高：経験低(M =0.00,SD =3.34)＜経験高(M =2.37,SD =2.40) *
p<.05 * p<.01 **
主効果・交互作用 F p 多重比較・単純主効果の多重比較
不安 0.670 0.416 n.s.
回避 0.252 0.618 n.s.
経験 0.063 0.809 n.s.
不安×経験 5.596 0.021 * 経験低：不安低(M =4.21,SD =3.41)＞不安高(M =1.64,SD =2.74) *
不安高：経験低(M =1.64,SD =2.74)＜経験高(M =3.75,SD =3.27) +
p<.10 + p<.05 *
表 2 「怒り－敵意の変化量」に関する 3要因分散分析の主な結果 
表 1 「抑うつ－落込みの変化量」に関する 3要因分散分析の主な結果 
安定型 拒絶型 とらわれ型 恐れ型
了解 9 9 9 7
拒絶 1 3 3 3
歩み寄り 3 0 4 1
不満 4 2 3 0
怒り 1 0 3 1
とまどい 1 1 1 3
愛着
応答の種類
表 3 KJ法による応答分類の度数分布表 
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確」(Magai,C. , Distel,N. & Liker R., 1995) ，ポジテ
ィブな記憶よりもネガティブな記憶にアクセスす
る傾向がある(Mikulincer & Orbach, 1995)というこ
とがこれまでに見出されている。また Rholes,W.S. 
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了解 拒絶 不満 歩み寄り 怒り とまどい
図 5 二重拘束状況における愛着の応答特徴 
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れ型が，怒りを多く経験し(Magai et al., 1995)，実
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